
令和８年７月２日（木）に今年度初めての校外学習であ

る横浜伝統文化探究をおこないました。３学年合学年の班

を作り、事前学習で探究テーマを決めて行動計画をたてま

す。今号は当日に生徒が撮影した写真と３日の振り返り会

での発表スライドを交えながら、生徒の感想を中心に報告

を進めていきます。

本校の校外学習は現地集合、現地解散です。今回は桜木

町駅前に集合し、出発式をしてから、班行動をスタートし

ました。

班行動では選択した探究

テーマに沿った見学地に向

かいます。「横浜港は日本

の近代化にどんな役割を果

たしたのか」というテーマ

の班は横浜港・横浜みなと

博物館・帆船日本丸に行き

ました。

「横浜みなと博物館では、吉田新田や横浜村の時代から、

ペリー来航による開港、関東大震災や戦後の復興、そして

現代のコンテナリゼーションに至る歩みを時代順に学ぶこ

とができた。」

「横浜港操船シュミレーターでは１８０度の周りの建物や

風景などの３Ｄ映像が広がり、船長の気分で操船体験がで

きた。」

「情報は社会を

どのように動かし

てきたのか」とい

うテーマの班は、

ニュースパーク・

放送ライブラリー

に行きました。

「ニュースパークでは取材

から記事になるまでの厳し

いプロセスを学びました。

誤った情報は誤った判断を

招くため、新聞社は事実確

認を徹底しているそうです。

新聞は社会を支える信頼性

の高い情報源であると感じ

ました。」

「テレビやラジオは一度に多くの人へ情報を届けること

ができ、災害時の避難情報など、放送には人々の安全を守

る大きな役割があると感じました。」

「日本のものづくり技

術は、社会をどう支え

ているのか」というテー

マの班は、日本丸メモ

リアルパーク・三菱み

なとみらい技術館に行

きました。

「三菱みなとみらい技術館では、

展示を見るだけでなく実際に体験

できるコーナーも多く、楽しみな

がら科学技術を学ぶことができま

した。身近な生活を支えるさまざ

まな技術が多くの工夫によって成

り立っていることを知り、ものづ

くりや科学への興味がさらに深ま

りました。」

「なぜ日本初の鉄道は

新橋から横浜に作られた

のか」というテーマの班

は、原鉄道博物館などに

行きました。

「原鉄道博物館の模型が架線

から電気を取り入れたり、線路

を鉄で作っていたりと、ものす

ごくリアルだった。」

３日の振り返り発表
会では１年生が初めて

発表に参加しました。

緊張した様子も見られ

ましたが、先輩方のア

ドバイスやサポートを

受けて、堂々と発表す

ることができました。

発表することでわかっ

た改善点や他の班から学

んだ工夫もあったようで

す。また、９つの班がそ

れぞれ違うテーマで探究

学習をおこなったため、

他の班の発表で知ること

も多くありました。

「どの班も実際にその場所

に行って、深く調べていたの

でとても説得力があった。」

「みんな完成度の高いスラ

イドと説明で、振り返り発表

が初めての１年生も頑張って

いて、とても圧倒されるよう

な発表でした。」

今回の経験を１０月におこなう「川越小江戸探究」にど

のように活かしていくのか楽しみです。
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